
評価調査結果要約表
１．案件の概要
国名：ベトナム 案件名：臨床技術研修
分野：保健・医療 援助形態：現地国内集団研修
所轄部署： 協力金額：0.5億円（専門家派遣を除く）
 
協力
期間

1999年度～2003年度 先方関係機関：保健省(Ministry of Health)、チョーライ病院(Cho
Ray Hospital)
日本側協力機関：

他の関連協力：無償資金協力「チョーライ病院プロジェクト」
技術協力「医療技術指導にかかる専門家派遣等」
プロジェクト方式技術協力「新チョーライ病院プロジェクト」
無償資金協力「チョーライ病院改善計画」
プロジェクト方式技術協力「チョーライ病院プロジェクト」
１－１ 協力の背景
ベトナムにおいては、薬品や医療機材の不足、熟練した医師及び看護婦の不足により、医療サービスの量的・質的不足が起
こっており国民の健康状態に深刻な影響を及ぼしている。ベトナム保健省はこのような状況に対し、医療水準の向上を図るた
め南北にそれぞれ直轄の総合病院を配置した。南部の直轄病院であるチョーライ病院は、当該地域の下位病院に対する研修機
能をもつほか、医学生の指導、研修医の受け入れや科学調査なども行っている。
また、ベトナム政府は医療水準の向上を図るため、南部地域の中核病院であるチョーライ病院に対し、医療機材の供与、専門
家の派遣、研修員の受け入れ等の技術協力を実施するよう要請した。同病院へは1966年より10年間にわたり、脳外科技術の向
上を目的とした技術協力が実施され、同時に70年から無償資金協力による新病院建設が行われ、74年に完工している。ま
た92年より無償資金協力による機材供与、施設改善計画が実施されている。その後、保健医療新5ヵ年計画(96年～00年)におい
て、保健医療の質および保健医療ネットワークの改善を最重要課題とし、地方への裨益効果を前提とした基幹病院の整備が重
視され、95年4月1日から4年間に渡りプロジェクト方式技術協力を実施した。
このような状況のもと、我が国はベトナム政府の要請により、チョーライ病院において、南部地域の臨床医師、看護婦を対象
に、臨床各分野に関する技術指導を目的として現地国内研修を実施した。
 
１－２ 協力内容
チョーライ病院において、ベトナム諸地域からの研修参加者に対して、本研修を通じて臨床技術及び病院経営に関する技術と
知識の向上を図る。
（１）上位目標
チョーライ病院が管轄する南部ベトナム地域の省病院（provincial hospital）を主とした下位レベルの各病院関係者を対象とし
て臨床技術の向上を図る。
（２）プロジェクト目標
臨床医師及び看護婦の臨床各分野（脳外科、循環器疾患、消化器官疾患、ICU（集中治療室）患者の治療及び看護等）に関す
る理解を高め、技術を向上させる。
（３）成果
1）研修参加者は、超音波検査による診断技術を身に付ける。
2）研修参加者は、ICU患者の看護に関する技能を身に付ける。
3）研修参加者は、消化器官疾患における内視鏡検査による診断技術を身に付ける。
4）研修参加者は、血液透析の技術を身に付ける。
5）研修参加者は、腹腔鏡を用いた外科手術の技術を身に付ける。
6）研修参加者は、緊急時の神経外科治療の技術を身に付ける。
7）研修参加者は、ICU患者の治療技術を身に付ける。
8）研修参加者は、緊急時の心臓病治療の技術を身に付ける。
9）研修参加者は、病院経営に関する技術的知識を身に付ける。
（４）投入
日本側：
短期専門家派遣 10名
研修経費負担 約0.50億円
相手国側：
研修講師 約400名
土地・施設提供
研修経費負担
 
２．評価調査団の概要
調査者 JICAベトナム事務所

（現地コンサルタント Consultation of Investment in Health Promotion(CIHP)に委託）
調査期間 2003年1月～03年3月 評価種類：在外終了時評価
３．評価結果の概要
３－１ 評価結果の要約
（１）妥当性



1996年に保健省から出された制令には、医療従事者の訓練は最重要課題であり、また地域の中核病院が研修の拠点となるこ
とが期待されている。また、インタビューを受けた全ての研修参加者(247名)と病院経営者(20名)も、「プロジェクトの目的は
臨床技術と経営に関する病院のニーズに合致しており、強く支持している」と回答しており、本研修の実施の妥当性は高い。
研修内容に関しては、ほぼ全ての研修参加者(82.6％～100％)と全ての病院経営者が「カリキュラムや研修の各テーマは、
個々の研修参加者の業務や病院の質の向上にとって適切な内容であった」と回答した。他方、研修科目に医療機材の保守管理
や腎臓手術等の追加要望も挙がった。
（２）有効性
本研修は、南部の各地域病院における臨床技術及び病院経営に関する知識と技術を向上させるという目標を達成する上で、
非常に有効であった。インタビュー結果によると、「本研修は研修参加者の現在の知識や経験を向上させることにつながり、
日々の業務でより力を発揮できるようになった」また「最新の情報を得ることができ、現在の技術を改善することができた」
と回答する参加者も多かった。しかしながら、一部の病院では機材不足の為に研修の成果を十分に活用できない状況がある。
また、研修を受講できる人数も限られており、研修参加者の数についても病院によってばらつきがあったと指摘されている。
（３）効率性
日本から派遣された専門家は当該分野の技術や知識、研修の経験が十分あり、特に、チョーライ病院の研修実施体制強化、
モニタリング及び評価の考え方導入に対して非常に貢献した。また、チョーライ病院の研修指導者も適切な人材が参加してお
り、日本での研修を受けることにより効果的に人材が育成されている。各病院において研修参加者がテキストや配付資料を活
用し、関係者に情報を提供しており、施設や資機材に関しても極めて効率的に活用されている。研修は遅延無く計画どおりに
進められたが、事業開始の段階で、最終的に何人が研修に参加する必要があるか等のより具体的な成果目標が設定されれば、
さらに効率的な運営が可能であった。
（４）インパクト
知識の移転に関しては、インタビューを受けた研修参加者の77.8％が、病院内で同じ部局の職員との知識及び経験の共有に努
めたと回答した。しかし、これらの伝達は個人レベルで実施されていることが多く、会議やセミナーを病院内で組織的に実施
している例は少なく効果が限定されている。各参加病院での活動面に関しては、回答の得られた病院経営者の90％が、新たな
部局の開設などヘルスケアサービスの拡大に努めていると回答した。全般的に、職員の知識や技術の向上によって研修参加者
の派遣元の病院では新たなサービスを患者に提供できるようになったり、ヘルスケアサービスの質の向上や死亡率の減少につ
ながったりなど、正のインパクトが大きいとの回答が得られた。
（５）自立発展性
多くの研修員（91.5％）が研修参加後も同じ職場で仕事をしており、研修を受けたテーマに関連する業務や活動を継続してい
る研修参加者が多かった(94.2％)。また、チョーライ病院の研修実施能力は向上しており、同様の研修拠点として同病院の機能
は持続性が期待できる。チョーライ病院が各省の病院を継続的に支援・指導することにより、研修の成果を持続させることが
可能となる。
 
３－２ 効果発現に貢献した要因
（１）計画内容に関すること
ベトナム政府の保健・医療部門の政策は、保健サービスの改善や人材育成に重点を置いており、政府の支援を得ていたこと
が、本事業の効果を促進した。
（２）実施プロセスに関すること
1）JICAの専門家の経験は技術面でも運営面においてもチョーライ病院が研修を実施する上で大きな支援となった。また、かつ
て実施されたプロジェクト方式技術協力等の関係者が短期専門家としてベトナムを繰り返し訪問したことは、支援の継続
性につながった。

2）チョーライ病院の設備や医療機材は充実しており、研修指導者や研修担当部局の存在は研修に大きく貢献した。
 
３－３ 問題点及び問題を惹起した要因
（１）計画内容に関すること
現地国内研修が開始段階においてPDM（プロジェクト計画）等に基づく詳細な全体計画が策定されていないことから、長期

的な戦略や人材計画を立てることが難しく、また研修中に定期的なモニタリングを実施したり、研修後のフォローアップを実
施したりすることが困難であった。また基礎データや研修途中での調査が無かったため、正確な評価を実施することが困難で
あった。
（２）実施プロセスに関すること
1）多くの地域病院が本研修に加わったが、地理的状況、患者の疾病パターン、医療サービスや施設の状態等が大きく異なって
いたため、プログラムの目的を達成するのが困難であった。

2）いくつかの病院では医療機材やガイドラインが不足しており、研修で習得した知識や技術を応用する際の妨げとなることも
あった。

 
３－４ 結論
本研修は、全体的には、南部地域の各病院における臨床技術及び病院経営に携わる人材の向上を目指すプロセスの第一段階と
して成功を収め、今後の類似プロジェクトにとっても見本となる研修を行うことができた。なお、残された課題としては、省
レベルの病院職員の臨床技術および病院管理の能力向上、およびチョーライ病院のような研修実施機関の研修実施能力の向上
が挙げられる。
 
３－５ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言）
（１）基礎データ、適切な指標および情報収集・分析・フィードバック計画などを含めたモニタリング・監督・評価システム
を強化するべきである。
（２）モニタリング、監督、評価にかかる作業への現地病院関係者の参加を促すべきである。
（３）状況分析および現地病院のニーズアセスメント（評価／計画）を行い、新たな研修科目を検討するべきである。



（４）JICAは、チョーライ病院が今後も管轄地域の病院に臨床技術及び病院経営に関する研修を行うことができるよう、資金
協力と技術協力の支援継続の可能性を検討すべきである。

 
３－６ 教訓（他の類似プロジェクトの発掘・形成、実施、運営管理に参考となる事柄）
プログラムを効果的に運営するため、プログラムの開始段階で、詳細な目的、成果や投入、費用対効果を測るための費用分
析などを含めたマスタープランを作成しておくべきである。作成にはより多くの省立病院が参加するのが望ましい。
 
３－７ フォローアップ状況
現在最終年度の研修が実施中であり、同研修が終了した時点で、チョーライ病院への支援全体（専門家派遣及び現地国内研
修）にかかる評価がなされ、今後の協力方針が検討される予定である。
 
 


